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 「コリント人への第二の手紙」5 章 16

節から 19節までを朗読。 

 

17節「だれでもキリストにあるならば、

その人は新しく造られた者である。古い

ものは過ぎ去った、見よ、すべてが新し

くなったのである」。 

 

今日は主イエス・キリストのご復活を

記念する礼拝であります。イエス様のご

復活を記念する時は毎年巡ってまいりま

す。ただ過去の出来事、イベントとして

「こういうことがあったそうだ」と、繰

り返し学ぶということも無駄ではないと

思いますが、それはあくまでも過去のこ

とであって、一つの出来事でしかありま

せん。イエス様が十字架におかかりにな

さったことも過去のことであります。し

かし、その過去であるイエス様の十字架

を二千数十年後の今、私たちが「それを

どのように自分のものとしているか？」

ということ、これが大切なことです。神

様は、私たちの具体的な生活、日々の歩

みの中で新しいいのちに生きる恵みを与

えようとしておられます。だから、十字

架の出来事を聞いて、「イエス様はお気の

毒なことであった。罪人でないのに罪人

とされ、あの厳しい痛みと苦しみに耐え、

息絶えてくださった。こういう奇特な人

は世にはざらにはいない」と。「だから、

イエス様は尊敬に値する。立派な人だっ

たな」と言うだけであれば、それでおし

まい。いま私たちが日々イエス様を追い

求めるのは意味がないことになります。

ましてや十字架にかかられたイエス様は、

墓に葬られ、それで終わるところです。

ところが「その墓からよみがえってくだ

さったそうだ。そういう不思議なことが

世にあったものだ。死んだ人が生き返る

なんて今まで見たこともないし、またイ

エス様以外にそんな話はなかった。立派

なものだな！」と鑑賞するといいますか、

眺めているだけでは、私たちにとって何

の足しにもならない。まして、イエス様

が死ななかったら、またイエス様がたと

え死んだとしても、生き返らなかったな

ら、いま私たちがいくら主を求めても、

力にもなりません。大切なのはイエス様

の三十三年半のご生涯を通して歩まれた

主の御心、御思いをいま私たちが自分の

ものとして具体的な日々の生活の中で、

キリストと共に生きること、これこそが

何よりも大切なこと、また私たちにとっ

て大いなる救いです。 

 

 17 節に「だれでもキリストにあるなら

ば、その人は新しく造られた者である。

古いものは過ぎ去った、見よ、すべてが

新しくなったのである」とあります。私

たちはこの世にあって、満足のいく人生

を歩んでいるとは思いません。いろいろ

なことに不足を感じ、不満を抱き、つぶ

やきながら、また裏切りや不信の気持ち、

疑念にさいなまれて、苦しい日々を過ご

すことが多々あります。いったいどこに

平安があり、安心があり、望みがあり、

喜びがあるだろうかと、ふと思ってしま

う現実であります。この世の生活はまさ

に四苦八苦、悩みの種ばかりであります。

「伝道の書」を読みますと「人は一生、

 

キリストにあるならば 
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暗やみと、悲しみと、多くの悩みと、病

と、憤りの中にある」（5:17）と語られて

います。実際の生活は、救いのない、悩

みと悲しみと苦しみの中で日々生きてい

るような私たち、何とかここから自分を

変えたい、もっと喜びがあり、望みがあ

り、光り輝く日々を送りたい、誰しもそ

う思います。そのためにいろいろなこと

を人は求めます。その結果、世に数えき

れないくらいの宗教とか、信仰とか、あ

るいはそういう「救いだ」と言われるも

のが、現れては消えていきます。また多

くの人々は何とか自分を新しく造り替え

たいと思っています。自分の性状性格、

あるいは自分の置かれた境遇、「どうして

こういう目に遭わなければならない」「自

分はこんなふうに生きるために生れて来

たわけではないのに……」という痛切な

思いがあります。親が悪い、社会が悪い、

あるいは兄弟が悪い、あれが悪い、自分

だけが日の目を見ない不遇な生涯を強い

られていると、自らを悲劇のヒロインに

しているのが現実であります。おそらく

皆さんもかつてはそういうことを思った

に違いない。「人生不可解、いったい何の

良いところがあるだろう」「いつまで生き

ていればいいんだ」と。じゃ、死んだら

いいかというと、死んだらその先に何が

あるか、これまた訳が分からない。そう

いう八方塞がりの中にあって、私たちは

「何とか変わることができないか」と、

はかない望みを抱きながら生きています。

そういうときに大抵言われるのは、「死ん

でやり直したらいい」と。「もう一度、自

分の人生をリセットして、初めからやり

直すことができたら」と、ふとそう思い

ます。だんだん年を取ってきまして、そ

のような思いを深くします。皆さんもお

そらくそうだと思います。若い人を見て

いると羨ましい。「30 年前、40 年前の自

分に今一度戻れたら、人生やり直すこと

ができたら、今とは随分違っていたに違

いない」と思います。いや、違っていた

かどうか分からない、結局は同じ道を歩

んでいるに違いないのですが……。つい

ついそういう青い鳥を求めて、いろいろ

な空想にふけってしまいます。しかし、

所詮自分の力で自分を変えることができ

ない。どんなに努力してみても……、自

分で自分を作ったのではない。自分のも

のであって、自分は何一つそれを造りだ

したわけではない。生まれてから今まで

いろいろな人々との関わり、あるいは生

活を通して成長してくる。学校を出て、

社会に出て、結婚し、家庭をもちという、

そして、そこで子育てをしたりしながら

今の自分がある。「そうなったのはどうし

てだろうか？」と訳が分からない。だか

ら、いろいろと過去を振り返ってみると、

「あのときどうしてあんなことをしたの

だろう」「あそこで選択が間違った」「こ

こでもうちょっと慎重に選んでおけば、

こんな人生ではなかったかもしれない」

とまで考える。といって、自分の人生を

巻き戻すことはできません。 

 

ところが、いま読みました御言葉に、

「だれでもキリストにあるならば、その

人は新しく造られた者である」とありま

す。これまで生きてきた人生、あるいは

自分の性状性格、私というものの姿かた

ち、自己イメージというのがあります。
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良い所もある、誇らしい所もある、しか

し、到底人には見せられないような、こ

んな醜悪な自分が……と思うところもあ

る。いろいろなものが混ざり合っている。

だからといって、それを自分の力で右に

左に少しも変えることはできない。そう

いう行き詰った、生きるに生きられない、

死ぬに死ねない、八方塞がりであった私

たちに対して、神様はイエス・キリスト

をこの世に遣わしてくださった。私たち

の神様に対しての罪のことごとくを清め

て、もう一度新しく造り直すために、イ

エス様を遣わしてくださった。だから「ヨ

ハネによる福音書」3章にありますように、

ニコデモという人、ユダヤ人の指導者が

イエス様の所へ来ました。そのときイエ

ス様がおっしゃったのは「だれでも新し

く生れなければ、神の国を見ることはで

きない」（3：5）と言われた。「だれでも

新しく生れ替わる？ じゃ、どうすればい

い？」、ニコデモ先生は、「もう一度お母

さんのおなかに入るのですか？」と。そ

んなことはできません。イエス様は決し

てそういうことをおっしゃったのではあ

りません。「水と霊とから生れなければ…

…」と、その「水と霊」というのは、イ

エス・キリストとその御言葉、そして御

言葉に伴う神様からの力によって生きる

者と変わる、これが新しく生きることで

あるとおっしゃった。ニコデモ先生はそ

のことが具体的にどういうことか分から

なかったと思います。しかし、やがてイ

エス様が三十三年半の地上のご生涯の終

わりに、あのゴルゴダの丘で「わが神、

わが神、なんぞ我を見棄て給ひし」（マタ

イ 27:46 文語訳）と、神様からの呪いを

受け、裁きを受けて、死に絶えてくださ

った。イエス様のあがない、それは実は

私たち一人ひとりのためであったのです。

そこに初めて「新しく生れなければ」と

言われるイエス様の言葉が具体化してい

くのです。 

 

 生まれるためには死ななければならな

い。まず死が前提であります。死んで、

そしてもう一度新しく生まれる。そのイ

エス様がニコデモ先生におっしゃった

「新しく生まれる」ことがどういうこと

であるかを具体的にご自身が体験してく

ださって、それを私たちにも見せてくだ

さったのが、復活であります。先ほど申

し上げたように、いろいろ意味で不平不

満、不安と苛立ちと憤りの中で日々を過

ごしています。その問題のいちばんの根

源は、いま目の前の問題、事柄、人にあ

るのではなく、私たちの造り主でいらっ

しゃる神様との関係、神様との間に罪と

いう大きな壁が出来上がってしまった。

そして神様からの祝福と恵みといのちと

力を受けることができなくなっている。

イエス様は、その罪の壁、神様と人との

間の壁、中垣を取り除くために、この世

に来てくださった。そして、そのことを

十字架に具体化してくださった。これは

過去の出来事のように思いますが、それ

を今度は自分の心に当てはめて、「私がい

ま心に抱いている怒りや憤り、悲しみや

悩み、それこそが罪の結果である。その

罪のゆえにイエス様が十字架に死んだの

である」としっかり自分につなぐ。ただ

単に過去の出来事として、「イエス様は十

字架にかかって、わたしの罪ととがのた
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めに死んでくださったそうだ。有難いこ

と」と言いつつ、「今の自分の心の中にあ

る罪とその十字架と、どのようにつなが

っているのか？」。十字架が今の自分につ

ながらなければ、いつまでたっても向こ

う岸の十字架、こちらの私であって、そ

れらが一体にならない。そのために、ま

ず、自分自身の罪の実相といいますか、

姿をしっかりつかんでおかなければ、そ

こにつながりません。ある意味で、人が

自分に絶望することは幸いなことです。

だから、神様は、いろいろな機会に人が

誇りと思っていたこと、自分の力を誇っ

た生き方、いくらかでも人よりも優れた

者に見せようとする自分の心、そういう

ものを木端みじんに打ち砕くために、い

ろいろな事を起こしておられる。試練と

いわれるもの、艱難といわれるものは、

まさにそのことであります。神様はいろ

いろな事をなさって、私たちにキリスト

の十字架を打ちこんでくださる。 

 

 「ヘブル人への手紙」12章 7節から 11

節までを朗読。 

 

 ここに「訓練」と記されています。様々

な悩みに遭い、困難や苦しみに遭う。そ

のことを通して、私たちが自分を深く探

る、自分を知るためです。そういう自分

と二千年前、ゴルゴダの丘にご自身の命

を捨てて、「父よ、彼らを赦し給へ」（ルカ

23：34文語訳）と、ご自身が私たちの代わ

りになって、呪われてくださった。その

イエス様の御業と私が、一つとなってし

まう。イエス様の十字架は、誰のためで

もない、実は私のためであったと、いや

私こそがイエス様の救いなくしては滅び

である、救いがないことを徹底して悟る

のは、様々な試練を通してであります。 

 

 だからここ 10 節の終わりに、「そのき

よさにあずからせるために、そうされる

のである」とあります。父なる神様は、

私たちを全く新しく造り替えること、き

よめる為に様々な困難やいろいろなこと、

人との軋轢（あつれき）や家庭の問題、職

場の問題、様々な問題の中に置かれる。

「どうして自分がこんな目に遭わなけれ

ばならない」と、こう思うとき、「しばし

待て」と、もう一度振り返って、「今この

ことを通して神様は、私に何を求めてお

られるのか？」「私のどこを、どのように、

神様は造り替えよう、清めようとしてい

らっしゃるのか？」、そのことをよく考え

ていただきたい。そのとき初めて、十字

架と自分が本当に近くなっていく。人を

非難し、「あいつが悪い、こいつが悪い」

と思っている心をもう一度よくよく探っ

てみるとき、諸悪の根源は、己（おのれ）、

自分だということに行き当たります。 

 

 私自身もそういう経験をしました。そ

のときに初めてイエス様の赦しが、どん

なに大きなものであったか、「自分にとっ

てこれ無くしては滅びであったな」と悟

ったのです。それから後もそうでありま

すが、一回だけではありません。事ある

ごとにいろいろな問題や事柄を通して…

…。社会で生きることは、人ともぶつか

るし、事情や境遇、家の中も外でも、い

ろいろなところで問題に遭います。憎し

みが湧いてきたり、怒りが湧いてきたり、
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人を裁き、人を呪い、そのような自分の

心の様子を、いろいろな事件や事柄を通

してしっかり知るのです。 

 

私も、私の両親も家内の両親も見送っ

て、御国に帰りました。しかし、両親が

弱ってくる、親を介護する、あるいは、

いろいろな世話をするに当たって、それ

まで感じたことのない、自分の心に様々

な思いが錯綜（さくそう）してくる。ただ

単に親だから子どもとしての責任として

これをしてやれば、何とか不自由のない

ようにしてやろうと、表面的にはそうい

う気持ちではありますが、しかし、自分

の内側は、言葉にもならないぐらいに時

には荒れますし、嵐が吹いてきます。人

ともぶつかります。また一生懸命にやっ

ても、それに対する相手の反応に、こち

らが翻弄（ほんろう）されることを経験し

ます。そのように「どうして私だけがこ

んな目に遭わなければならない」と思う

ような中に、神様はあえて置いてくださ

る。そこを通らなければ現れてこない自

分の姿を見せようとしてくださる。です

から、いろいろなことに当たったとき、

この問題がああだこうだと、目の前の状

況を変えようとするのではなくて、ここ

で神様は「私のどういうところを取り除

いて、どういう新しいものに造り替えよ

うとしていらっしゃるのか？」、真剣にそ

のことに向き合って、「この事のなかでイ

エス様の十字架を、どのように受けて行

けばいいのだろうか？」と求めるとき、

そこで初めてイエス様の十字架、イエス

様のあがない、赦しと、自分の罪、その

赦しと一つにつながる。そこにつながる

と、パウロがそう言うように、「我キリス

トと偕（とも）に十字架につけられたり」

（ガラテヤ 2：20文語訳）と、わたしは既に

イエス様と死んだ者ですと、そこで十字

架上のイエス様と一つになります。そし

て「最早（もはや）われ生くるにあらず」、

もう自分は死んでしまう、キリストの死

に合わせられるのです。 

 

家庭の中で何か不幸があったり、自分

自身が思い掛けない病気を与えられたり、

悩みにあったとき、「ここで、この問題の

中、この病気の中、この悩みの中で、イ

エス様の十字架をどこに置いていくの

か？」「神様は、ここで私に何を教えよう

としてくださるのか？」。キリストに密着

して行くことです。そうして行きますと、

自ら自分の心と思いが変わります。それ

までは相手ばかりを非難していた心に、

「そうではない。もっと問題になること

が自分の中に有りやしないか？」「確かに

あのこともこのことも、本当に自分のほ

うが……」、そのことを思い巡らして行く

と、十字架の主がどれほど大きなご犠牲

を払ってくださったか、それに、そうし

なければ赦されないほどの自分の罪であ

ることを、そこで徹底して悟らせてくだ

さる。これがキリストと一体となってい

く大切な歩みです。一つの問題の中で、

相手がいる場合もあるでしょうし、いな

い場合もあるでしょうが、やり取りする

売り言葉に買い言葉、どんどん激しくな

って争い事になって行く。そしてけんか

別れして、夜も眠られない。悶々と夜中

に「何で、あいつがあんなことを言った。

ああだろうか、こうだろうか」と、どん
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どんと 10年前、20年前、過去にまでさか

のぼって、「そう言えば、あいつ、あんな

だった。あいつや親がいかん、親が！」

と、自分の怒りがどこまでも増大する。

そういうとき、「イエス様の十字架はどこ

だったのだろう？」「私にとっての主は、

どれほどの大きなご犠牲を払ってくれた

のだろうか？」。そうやって、イエス様を

受けて立つとき、いままで呪っていた思

いが、「気が付かなかった。あの人にはこ

ういうところがある。それに対して自分

のほうがかたくなであり、頑固であり、

また相手に対して冷たい、冷ややかな心

しかない自分であった」と、そこで徹底

して己が砕かれます。そうやって十字架

に一つとなって行くとき、今度はよみが

えったイエス様、「主がわたしの命です」、

イエス様が、今度は「あなたはわたしに

従ってきなさい」と、イエス様に従う人

生へ私たちを造り変えてくださる。新し

くされる。まさにこれがイエス様の復活、

よみがえったイエス様と共に生きる者と

なる。「いま主がここに立っていてくださ

る」と、十字架の死を通して、死んだ主

は、わたしのためによみがえってくださ

った。一週の初めの日、弟子たちが墓に

参りました。そこに納めていたイエス様、

ところが、もうそこにはいらっしゃらな

い。「よみがえられたのだ」と御使いから

告げられる。四つの福音書のどれにも、

このよみがえりについての記事が語られ

ています。主がよみがえられなかったな

ら、私たちのいのちがない。私たちが十

字架に死んで、そして死んだ者を生かし

てくださるイエス・キリストがよみがえ

って、今もここに共にいてくださる。昔

よみがえって、今はどこかへ旅行に出て

いるらしいとか、よみがえられたイエス

様は、この世ではない、どこか遠くのほ

うにいらっしゃるらしい。今の私？そこ

にはイエス様はいらっしゃらない。そう

であるなら、何の役にも立ちません。よ

みがえられたイエス様は、確かに天にお

帰りになられましたが、しかし、そこか

らご自身の霊、神の霊、聖霊を私たちに

注いでくださった。今イエス様が、ここ

に共にいてくださると同じ恵みを、神様

は与えてくださる。目には見えないが、

イエス様は、確かに今は神の右に座して、

私たちのために執り成してくださる。救

い主として、大祭司としての役割を果た

してくださる。今、ここにもまたよみが

えったイエス様が私と共に、皆さんと共

にいてくださる。それはかつて弟子たち

と一緒に生きてくださったイエス様、手

で触ることのできる、目で見るイエス様

ではなく、目で見ることも手で触ること

もできないけれども、私たちの魂の内に

宿ってくださる神の霊、キリストの霊が

共にあって、いつでもどんなときにでも、

主は慰めとなり、喜びとなり、導き手と

なって、私たちに生きるいのちを注いで

くださる。「生きるいのちとは何か？」肉

体の命ではありません。私たちの魂の内

に喜び、感謝、望み、平安、力があふれ

てくる。 

 

 ある姉妹は、新興宗教に惑わされて、

精神的に障害を受けることになって、長

いこと苦しみました。二度も三度も自殺

をしかけて、未遂で終わりました。その

方が妹さんや周囲の方々に導かれて、教
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会に来ました。礼拝が始まって、ご主人

と二人で入って来られました。全く命が

ない人のようでした。顔をまともに上に

上げきれなくて、ジーッと下を向いてい

らっしゃる。彼女は礼拝で御言葉を聞き

ながら、見る見るうちに変わって行く。

望みなく、絶望の淵に立っていた姉妹が、

イエス様の話を聞きつつ、キリストの霊

が注がれてくる。終わって帰るときは、

少し元気をもらったような顔で帰って行

かれました。そして、三ヶ月ぐらいたっ

たとき、見違えるようになりました。九

月の終わりに洗礼を受けられました。実

に短期間でありましたが、その姉妹の中

に新しいいのちが芽生えて、育ったので

す。そのいのちは肉体の命ではなく、魂、

心の生きる喜びと、望みと平安、安心が

与えられるものです。その後、郷里であ

る西宮の方にお帰りになりました。今は、

本当にイエス様のいのちで生かされてい

ます。喜んで、喜んで輝いている。昔の

自分がうそであったように思われる。こ

んなに楽しく明るく生きることができる、

こういう所があったとは、到底夢にも思

わなかった。大変喜んでおられました。 

  

「コリント人への第二の手紙」5章 17

節に「だれでもキリストにあるならば」

と、これは短い言葉ですけれども、そこ

にはキリストの十字架の死と、よみがえ

りの主と、その中に生きている私たち、

パウロが言うように「キリストと共に十

字架に死んだわたしは、よみがえってく

ださったキリストがわたしのうちに生き

ておられます」。主が喜ばれること、主が

願っていること、主が駄目と言われるこ

と、ことごとく主の御心に従う。徹底し

てよみがえられた主に、「今ここに主と共

に生きています」と言える歩みをして行

きたい。それが主の復活を祝う恵みだか

らです。いつでも、どんなときでも、「い

ま私はキリストと共に生きています」「主

がここにおられます」と言えるような生

き方。食べるにしても飲むにしても、出

るにしても入るにしても、生活の全ての

中で「ここに主がおられます」と、絶え

ずそれを自覚して生きようではありませ

んか。そうするとき、「キリストが今日よ

みがえってくださった」と言えるのです。 

 

どうぞ、ただに過去を記念し、振り返

って詠嘆するだけでなく、「今、主はどこ

におられるか？ 」「私の内に生きていま

す」「キリストが私の内におられます」と、

はっきりと告白して行こうではありませ

んか。 

 

ご一緒にお祈りをいたしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


